
し･

妻串鼻Ir≡必要性が高い基盤塵備

寄中屋内運動場建替

町営住宅建設等で3年振りの増

--三;･:I_ - _ _ヨ9

会　計　別　予　算

会計別 剽¥算額(万円) ����7���餒B３��

一般会計 �434,000 免ﾂ綯�

特別会計 �278,630 澱繧�

国民健康保険 都�ﾃ涛��6.7 

国民健康保険診療所 ���ﾃ塔��6.9 

老人保健 涛Rﾃ3ビ�0,1 

上水道 �3�ﾃCィ�18.9 

寄簡易水道 ��づ�C��188.1 

下水道 鉄"ﾃs3��△7.4 

合計 �712,630 湯縒�

*寄簡易水道は､寄地区の3つの簡易水道特別会計を1つに

統合したため大幅な伸びとなっています｡ 【2面に詳細記事】

済
⑳
済

√

(

　

)

新
入
学
風
児
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

卒
園
を
間
近
に
､
小
学
校
へ
の
歩
行
訓
練
を
受
け
る
園
児

-
局
-
自
制
か
ら
1
 
9
日
園
ま
で
開
催
さ
れ
た
ー
平
成
1
 
1
年
第
1
回
松
田

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
ー
平
成
1
 
1
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡

予
算
総
額
は
､
寄
中
学
佼
屋
内
運
動
場
の
建
て
替
え
や
学
校
施
設
の
耐

震
補
強
事
業
､
ま
た
河
内
町
営
住
宅
の
建
設
を
中
心
に
､
-
年
振
り
に
増

加
と
な
り
ま
し
た
｡
前
年
度
と
比
載
す
る
と
9
･
7
%
増
加
の
7
 
1
億
-
-

-
-
万
円
で
､
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
4
3
億
4
千
万
円
'
-
つ
の
特
別
会

計
の
合
計
は
四
億
-
-
-
-
万
円
で
す
｡
そ
の
概
要
と
主
な
事
業
､
行
革

の
目
標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡
　
　
　
【
2
･
-
面
に
詳
細
記
事
】

-
高
齢
社
会
に
向
け
た
保
健
･
福
祉
事
業
の
整
備
と
拡
充

①
介
護
保
険
制
度
実
施
に
向
け
て
の
準
備

②
河
内
住
宅
建
設

③
生
き
が
い
事
業
団
の
育
成

④
社
会
福
祉
協
議
会
補
助

2
教
育
施
設
の
整
備
と
教
育
環
境
の
充
実

①
松
日
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

②
松
口
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
実
施
設
計
委
託

③
寄
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

3
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
の
推
進

①
河
内
地
区
自
主
防
炎
倉
庫
設
置

②
女
性
防
炎
研
修
事
業
(
仮
称
)

③
防
火
水
槽
建
設

4
自
治
会
の
自
主
運
営
強
化
と
組
織
基
盤
の
整
備

①
店
屋
場
地
域
集
会
施
設
建
設

②
区
長
報
酬
･
世
帯
割
等
の
見
直
し

③
自
治
会
制
度
移
行
補
助
金

5
松
田
町
総
合
計
画
2
 
1
(
仮
称
)
策
定

①
松
口
町
総
合
計
画
2
1
(
仮
称
)
策
定

②
町
民
意
識
調
査

6
小
田
急
新
松
田
駅
周
辺
地
区
の
整
備

①
新
松
田
駅
周
辺
整
備
構
想
調
査
委
託

②
新
松
田
願
周
辺
駐
輪
場
整
備

7
地
域
産
業
の
振
興
に
対
す
る
積
極
的
支
援

①
商
業
振
興
活
性
化
対
策
事
業
補
助
金

②
産
業
ま
つ
り
運
営
委
託

8
安
全
な
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
施
設
･
組
織
を
充
実

①
河
南
沢
配
水
池
の
建
設

②
寄
の
簡
易
水
道
を
統
合

9
そ
の
他
の
主
要
事
業

①
情
報
公
開
に
向
け
た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

②
姉
妹
町
交
流
事
業
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一般会計の歳入と歳出

河南沢配水池は､平成10年度で造成=事が終了しました｡今年度は中央の場所に
800t､ 12年度は写真右の昭和39年に建設した860tの配水池を取り壊し､ 1200tの

配水池を建設します｡上に見えるのは東名高速道路｡

｢ゝ､_∫

FaFl

一
般
会
計

総
額
4
3
億
4
0
0
0
万
円

歳

　

入

下
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
､
歳

入
は
'
町
が
自
ら
集
め
る
こ
と
が

出
来
る
自
主
財
源
と
'
国
や
県
か

ら
受
け
る
依
存
財
源
と
に
分
け
ら

れ
ま
す
｡

自
主
財
源
の
中
心
と
な
る
町
税

は
､
1
6
億
4
2
0
0
万
円
と
前
年

度
に
比
べ
約
4
0
0
0
万
円
少
な

-
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
｡
こ

れ
は
長
引
-
不
況
の
た
め
法
人
町

民
税
が
落
ち
込
む
こ
と
と
'
国
の

制
度
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
恒
久
減

税
に
よ
る
個
人
町
民
税
の
減
収
が

要
因
で
す
｡
増
収
が
期
待
さ
れ
る

の
は
'
家
屋
の
新
築
･
増
築
や
'

企
業
の
設
備
投
資
に
対
す
る
課
税

で
あ
る
固
定
資
産
税
で
す
｡

依
存
財
源
で
は
'
大
き
な
事
業

を
行
う
た
め
､
地
方
交
付
税
の
大

幅
な
伸
び
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
､

景
気
の
低
迷
に
よ
り
'
地
方
消
費

税
交
付
金
(
私
た
ち
が
負
担
し
て

い
る
消
費
税
の
一
部
は
市
町
村
に

配
分
さ
れ
て
い
ま
す
)
が
減
収
と

な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
｡

事
業
を
実
施
す
る
た
め
'
町
の

貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら

1
億
8
0
0
0
万
円
を
繰
入
れ
､

ま
た
借
金
に
あ
た
る
町
債
2
億
5

5
0
0
万
円
分
を
発
行
し
'
歳
入

の
1
部
に
し
ま
す
.

歳

　

出

今
年
度
の
予
算
の
伸
び
の
要
因

の
1
つ
､
寄
中
学
校
屋
内
運
動
場

の
建
て
替
え
に
は
'
約
2
億
4
3

0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
｡
こ

の
う
ち
4
5
0
0
万
円
が
国
か
ら

の
補
助
金
で
補
わ
れ
ま
す
｡
工
事

は
2
年
間
の
継
続
事
業
で
'
1
2
年

度
に
は
さ
ら
に
約
3
億
4
9
0
0

万
円
(
国
の
補
助
金
6
7
0
0
万

円
)
　
が
必
要
と
な
り
ま
す
｡

ま
た
'
昨
年
度
設
計
書
を
作
成

し
た
河
内
町
営
住
宅
の
建
設
に
は

収
容
台
数
約
-
-
-
台
の
-
段
式
有
料
駐
輪
場
を

新
設
し
ま
す
｡
写
真
は
設
置
例
｡

約
2
億
4
2
0
0
万

円
を
計
上
L
t
　
こ
の

う
ち
約
9
8
0
0
万

円
が
国
の
補
助
金
で

補
わ
れ
ま
す
｡

そ
の
ほ
か
の
主
な

事
業
と
し
て
は
､
新

松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
の
一
環
で
有
料
の

駐
輪
場
を
建
設
し
ま

す
｡
ま
た
､
行
政
区

再
編
事
業
に
伴
い
'

店
屋
場
地
区
の
方
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
な
る
'

地
域
集
会
施
設
を
整

備
し
ま
す
｡
1
2
年
4

月
に
迫
っ
た
介
護
保

険
制
度
実
施
に
向
け

て
の
準
備
作
業
の
た

め

'

1

7

7

0

万

円

を
計
上
し
ま
し
た
｡

特
別
会
計

総
額
2
7
億
8
6
3
0
万
円

特
別
会
計
は
'
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
､
そ
の
歳
入
と
歳
出

を
一
般
会
計
と
分
け
て
経
理
す
る

こ
と
で
､
町
に
は
6
つ
の
特
別
会

計
が
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
ら
特
別
会

計
の
総
額
は
､
2
7
億
8
6
3
0
万

円
と
な
り
ま
し
た
｡

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

は
'
昨
年
保
険
税
を
引
き
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
反
映
し

た
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特

別
会
計
は
､
1
0
年
度
の
延
べ
患
者

数
が
約
1
万
2
0
0
0
人
と
'
9

年
度
よ
り
2
0
%
も
増
え
た
実
績
を

も
と
に
計
上
し
ま
し
た
｡

老
人
保
健
特
別
会
計
は
'
対
象

者
数
が
6
4
人
増
え
1
5
6
2
人
と

見
込
ま
れ
ま
す
が
､
同
様
の
運
営

が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
｡

上
水
道
事
業
会
計
は
､
安
定
給

水
の
た
め
､
9
年
度
に
設
計
し
､

1
0
･
1
 
1
年
度
の
継
続
で
河
南
沢
配

水
池
整
備
事
業
を
進
め
て
お
り
､

今
年
度
は
9
5
0
0
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
地
震
対
策

と
し
て
老
朽
化
し
た
石
綿
管
の
布

設
替
え
や
'
下
水
道
事
業
と
合
わ

せ
た
管
菜
の
整
備
を
進
め
ま
す
｡

下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
は
'
国
の

施
策
に
よ
り
､
今
年
度
に
予
定
し

て
い
た
事
業
を
1
0
年
度
に
前
倒
し

で
実
施
す
る
た
め
で
す
｡
今
年
度

の
下
水
道
の
整
備
面
積
は
3
･
5

ポ
イ
ン
ト
増
え
た
7
2
･
6
%
に
な

る
見
込
み
で
す
｡

寄
地
区
の
3
つ
の
水
道
会
計
を
1
本
化

寄
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

町
の
水
道
の
う
ち
'
松
田
地
区

は
町
が
一
括
し
て
管
理
運
営
し
て

い
ま
す
｡
寄
地
区
で
は
集
落
が
点

在
し
て
い
る
た
め
､
町
が
管
理
す

る
3
つ
の
簡
易
水
道
と
､
地
元
が

管
理
す
る
6
つ
の
水
道
組
合
な
ど

が
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
ら
を
す
べ
て

町
営
化
し
て
ほ
し
い
と
寄
の
各
地

区
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
｡
こ
れ
を
受
け
､
平
成
9

年
度
に
給
水
人
口
と
給
水
量
を
見

直
す
と
と
も
に
施
設
を
整
備
し
､

水
を
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う

｢
寄
地
区
水
道
統
合
整
備
基
本
計

画
｣
を
策
定
し
ま
し
た
｡

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
'
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
特
別
会
計
と
し
て

運
営
し
て
い
た
寄
中
央
簡
易
水
道
､

虫
沢
簡
易
水
道
'
萱
沼
簡
易
水
道

の
3
つ
の
簡
易
水
道
を
統
合
し
'

寄
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
と
し

て
4
月
か
ら
運
営
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
｡

水
道
組
合
等
も
町
営
化

6
つ
の
組
合
な
ど
の
う
ち
弥
勤

寺
専
用
水
道
'
中
山
簡
易
水
道
組

合
を
4
月
か
ら
町
営
化
し
､
土
佐

原
簡
易
水
道
組
合
'
大
寺
北
中
小

規
模
水
道
'
大
寺
南
小
規
模
水
道

は
平
成
1
2
年
4
月
に
'
そ
の
ほ
か

は
1
3
年
4
月
以
降
に
町
営
化
し
て

い
-
予
定
で
す
｡

施
設
の
整
備
は
1
0
年
度
で
弥
勤

寺
か
ら
中
山
ま
で
'
今
年
度
は
そ

の
延
長
と
し
て
字
津
茂
か
ら
大
寺

ま
で
'
さ
ら
に
宇
津
茂
配
水
地
か

ら
土
佐
原
ま
で
送
水
管
を
布
設
し

ま
す
｡
1
2
年
度
以
降
は
萱
沼
や
虫

沢
地
区
へ
の
送
水
管
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
｡

今
後
も
､
生
活
基
盤
で
あ
る
水

道
施
設
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改

善
に
努
め
'
将
来
に
わ
た
り
豊
富

で
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
し

て
い
き
ま
す
｡



(3) No406 広幸艮　jEフf_E'

町民1人あたりの予算額と主な事業(3月1日現在の人口で試算)

区分 ()内は 予算額 偃X,磯hｼb引yW9:��

議会費 ��ｸｶ8檍,ﾈ戊�2�

9,525円 (12,672万円) ��ｸｶ8檍ﾔﾉ_�,ﾉJﾘﾗ8-�*��

総務費 ��ｹ&ﾘ饕靆xｶ8檍ｶ8蹴�*ﾈｶ8檍ｶ8蹴颱�h効什�仍9N��

54,446円 ��ｹ*ﾈ�9}X鳬)8棈�ｨｬyyﾘ�ｹ�ﾘﾘxﾇh柯ﾟI�h馼ｼb�

(72,435万円) ��ｸ�j�ﾉ���R颯霎�6H螽ｼik�勾�X�ｹ*ﾉj�8�+(ﾛ磯hｼb�

○町民文化センター自主事業○交通安全対策事業 

○新松田駅周辺駐輪場整備事業○姉妹町交流事業 
○自治会制度移行補助○庁舎夜間警備委託 

○25年戸籍.除籍マイクロフィルム化事業○プレハブ庁舎借上 

○文書管理システム関連事業ほか 

民生費 ��ｸ��･��)Y�9�鞜H馼ｼb浦�85�4�5h�ｲ韭�:竟IE){�^)�Xｾ�(���

42,224円 ��ｹ�ｹ[��8ﾅ8ﾔﾈ司Y�85ｨ985��ｹX�%8ｾ��ｸ櫁ﾎﾉ]ｸﾊ�hｼb�

(56,175万円) ��ｸ7ｨ�ｸ8�7x8ｸ7h5H�ｸ7(5磯hｼh勾�X�ｸ-�,h.��X彿.ｹ9�9|9N��

○福祉サービス協会運営費補助○国保特別会計繰出金 

○障害児者地域作業所運営委託○児童手当関係事業 

○町社会福祉協議会補助○学童保育事業 

○健康福祉センター管理委託○施設入所委託 

○生きがい事業団振興補助○老人保護措置費 

○保育所振興委託.補助○国民年金事業 

○就園科補助○老人福祉対策事業 
○重度障害者医療費○敬老会関係事業 

○小児医療費ほか 

衛生費 ��ｹ�ｹ[��8���i�xﾘyX�%8ｾ���ｹ[��8���h5ｨ985��ｲ霍�?ｨｷﾘｫ9�i|8���

41,629円 ��ｹf鵜i9H査鰮^(�8ﾏ�WHｾ��ｹ��ﾉ]ｸﾉ)�鞜H馼ｼb�

(55,383万円) ��ｸ8ｨ5H484�8ｸｨ�:�&9�ﾈ偰~8ｾ��ｹ��ﾉ]ｸﾉ)<�¥ｨ檍ﾇi�ﾈ�ｾ��

○生ごみ還元器等設置補助○在宅訪問看護事業 

○合併処理浄化槽整備費補助○基本健康診査事業 
○廃棄物収集運搬委託○健康づくり事業 

○足柄東部清掃組合負担金○母子保健事業 
○寄簡易水道事業特別会計繰出○予防接種事業 
○寄簡易水道事業過年度支出金○花とみどりいっぱい事業 

○寄簡易水道統合整備事業○し尿処理委託.ほか 

農林 ��ｹ�ｹ[�&霎iE�hｺHﾜ�ik��xﾘyX�%8ｾ��ｸ6��ｸ7XﾌXｬyyﾒ�

水産業費 ��ｹ�Xﾋ�,ﾉ��,8*ﾘ.��I�倬hｼi^(��ｹE�;��餔X馼ｼb�
17,532円 ��ｹ&闔i}�ｼhﾆ��ﾉ�9�倬hｼi^(��ｸ-ﾘ*�/�4��ｸ6��ｸ馼ｼb�

(23,325万円) ��ｹ(h匣ｫ亳ｸｺI:�飲ﾈ郢�ﾙ^(�9^(��ｹE�h効醜檍ｭhﾅx-�*��

商工費 ��ｹ(h抦ｮ仂i���Xｾ�ｺHﾜ��y7淫y~9^(��ｹ*ﾈⅸﾔ��Xｻｸ檍戊�9^(��
4,190円 ��ｸⅸｼi�Xｻｸｨ��ｸ峪�鞜H馼ｼi^(�耳�ｩ�ｹ[��8ⅸﾔ���%8ｾ��

(5,575万円) ��ｸｼ驗ｨ�(��韜�ｾ�y育�^(��ｹ*ﾈｬ�Xｺh檠^(��

○勤労者生活資金融資預託金○中小企業振興融資預託金 
○産業まつり運営委員会委託ほか 

土木費 ��ｹ�h鉑68踊�]9�餔Xﾇh枴+(ﾛ���X�ｸ岔�Y;�<�¥ｨ檍ﾇhﾄｨ�ｾ��
･52,821円 ��ｹ;刋�ｸ鰄馼ｼh�ｸ-8.�+8,i59;豫yyﾘ戊ﾗ8勾�R�

(70,273万円) ��ｹ;刋��i�ﾘ淤|x馼ｼh�ｹ�ﾈ尸�ﾉ�Y�Xﾏh���餔X馼ｼb�

○十文字橋補修事業○地籍調査事業 

○河内住宅建設事業ほか 

消防費 ��ｹ�ｹ[��8��f��xﾘyX�%8ｾ��ｸ憖>�齪益f胃���ﾌ��ﾙ'X馼ｼb�
16,494円 ��ｸ��ｹf胃�ﾊH�8馼ｼh�ｹf胃���ｴ�ﾝ�9��餔X馼ｼb�

(21,943万円) ��ｸ��f�&8戊�8馼ｼh�ｩ4映��Yy��餔X馼ｼh-�*��

教育費 ��ｸｸｹ�丑�ｸﾎﾈ�)X�%8ﾇ侏��ｹ'Y^(��

63,950円 ��ｹ�8,ﾈｻ8��ｩ&ｸ醜ｨ駅�+(ﾛ位Hｸh馼ｼb�

(85,079万円) ��ｸ抦ｧy�h��檍怦��{�xﾞﾉ�ﾈ馼ｼb�

○寄小学校非常用放送設備設置 

○松田小学校大規模改造事業 

○寄中学校屋内運動場建設事業 

〇枚田中学校校舎耐震補強工事実施設計委託､グラウンド整備 

○酒匂川町民親水広場維持管理委託○店屋場公民館建設事業 

○生涯学習各種教室.講座の開設〇千どもの館各種教室開催 

○各種スポーツ教室開催○図書館用図書購入 

○ニュースポーツ普及事業○町体育協会補助ほか 

公債費 15,650円 (20,82一万円) ��ｹ+xｯｨﾜ(ﾋ8ｾ�ｷ�-�y育��

諸支出費 5,210円 (6,932万円) ��ｹ*ﾉ7�&隍ｩJﾘﾏh��ﾜ)k�]Hﾜ�(�ｷ�-�y育�^(ｸｲ�

平成11年4月1日

平成11 ･ 12年度で建て替える寄中学棲屋内運動場

昭和47年3月完成

耐震補強=事をする松EB小学校校舎　屋内運動場

昭和48年3月･49年2月完成

耐震補強工事のための設計書を作る松田中学校校舎

昭和46年3月完成

平成11年度行革の目標､ 7400万円
町では｢桧田町第2次行政改革大綱｣に基づい

て行政改革を進めています｡平成10年度に引き続

き､今年度は約7400万円の費用効果をあげるため

努力していきます｡

また､今回の行政改革の主要事業の1つである

情報公開制度の制定に向け､関連事業費として

1200万円の予算を計上しました｡これは膨大な書

類を整理･管理するために､旧保健センターを書

庫として整備することと､新たな文書管理システ

ムを作るための費用です｡

簡素で効率的な行政の確立のため､さらに改革

を進めていきます｡　　　　　(単位:千円)

(平成10年度予算との比較)

時間外勤務手当を削減
各種委員会等の報酬等を見直し
各種委員会等の視察を見直し

各種団体補助金を見直し
光熱水草､食糧費を削減
納期前納付報奨金を廃止

交際費を削減

4,976

1,189

1,095

15,559

1,380

2,472

340

小　計①　　　　　　　　27,011

(平成10年度予算との比較)

使用料､手数料等
国保税

学童保育負担金

小　　計②　　　　　　　　　46,902

合　　計①十② 73,91 3
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初

3月7 Ej ､婦人消防隊の指導のもと､19区下の自主防炎会の方々

を対象に開催した消火栓の使用訓練｡

火災からの避難
火炎の犠牲者の多くは､煙を吸ったU､煙にまかれて逃げ道を失った
りして命を落としています｡避難する時は､次のことを守りましょう0

炎の中は一気に走り抜け

る｡迷いは禁物｡できれ

ば頭から水をかぶるか､

濡れたシ⊥ッをかぶる｡

一度外に出たら､絶対に

中に戻らない｡逃げ遅れ
た人がいる場合は､近く

の消防隊の人に知らせる｡

服装や持ち物にこだわら

ず､早く逃げる｡

煙の中は姿勢を低くし､

水で濡らしたハンカチや

タオルを口と鼻に当て､

煙を吸わないようにする｡

祝日でもゴミ収集日は変更せず実施

コミの減量と分別収集にご協力ください｡

消
火
器
や
消
火
栓
を
使
用
し
た

初
期
消
火
訓
練
や
､
心
肺
蘇
生
を

中
心
と
し
た
致
命
講
習
な
ど
を
受

講
し
､
災
害
時
に
役
立
つ
技
術
を

習
得
す
る
た
め
'
平
成
7
年
7
月
'

松
田
町
婦
人
消
防
隊
が
発
足
し
ま

し
た
｡
昨
年
か
ら
は
自
主
防
災
会

の
出
張
訓
練
な
ど
に
参
加
し
'

期
消
火
の
指
導
や
防
火
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
｡

こ
の
婦
人
消
防
隊
の
組
織
を
改

め
'
平
成
1
 
1
年
度
か
ら
｢
女
性
防

災
研
修
事
業
｣
と
い
う
制
度
を
設

け
ま
し
た
｡
こ
れ
は
'
自
主
防
災

会
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
も
の

で
す
｡
各
自
主
防
災
会
か
ら
女
性

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
､
年
間
5

回
ほ
ど
初
期
消
火
訓
練
や
普
通
救

命
講
習
な
ど
を
受
け
､
よ
り
多
-

の
女
性
に
防
災
意
識
と
技
術
を
身

に
付
け
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

あ
な
た
も
｢
自
ら
の
体
の
安
全

は
自
ら
が
守
る
!
｣
た
め
'
女
性

防
災
研
修
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
｡

資
　
格
　
町
内
在
住
の
女
性

期
　
間
　
1
年

募
　
集
　
各
自
主
防
災
会
原
則
1
名

申
込
み
　
4
月
3
0
日
凧
ま
で
に
各
自

主
防
災
会
長
(
自
治
会
長
)
へ

問
合
せ
　
庶
務
課
防
災
交
通
班

℡
8
3
1
2
2
1

今
ま
で
ゴ
ミ
収
集
日

が
祝
日
や
振
り
替
え
休

日
に
あ
た
っ
た
場
合
は
'

収
集
日
を
振
り
替
え
'

ご
不
便
を
お
か
け
し
て

き

ま

し

た

｡

4

月

1

日

か
ら
は
､
祝
日
な
ど
に

あ
た
っ
た
場
合
で
も
'

ゴ
ミ
を
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
　
(
た
だ
し
､
5
月
の
連
休
と
'

1
月
1
日
は
除
き
ま
す
)
｡

ゴ
ミ
収
集
日
は
'
町
ゴ
ミ
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
-
だ
さ
い
｡

問
合
せ
保
健
環
境
課
生
活
環
境
班

℡
8
3
1
2
2
6

●

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
'
町
の
仕
事
に
対
す
る

意
見
や
提
案
な
ど
を
お
聴
き
す
る
た
め
の
｢
町

政
モ
ニ
タ
ー
｣
制
度
｡
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
｡

仕
事
の
内
容

募
集
人
員

応
募
資
格

任

　

　

　

期

謝

　

　

　

礼

募
集
期
間

応
募
･
問
合
せ

町
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
　
　
　
　
年
3
回

町
広
報
紙
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
　
　
　
年
6
回

町
の
行
事
･
特
定
の
テ
ー
マ
へ
の
意
見
　
　
年
1
回

1
0
名
以
内

平
成
1
 
1
年
4
月
1
日
現
在
で
'
町
内
に
居
住
し
て
い
る

満
2
0
歳
以
上
の
方
(
外
国
籍
の
方
を
含
む
)
｡
た
だ
し
'

公
務
員
､
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ
る
方
及
び
'

町
の
非
常
勤
特
別
職
に
あ
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
｡

平
成
1
 
1
年
5
月
～
平
成
1
2
年
3
月
3
 
1
日

年
1
3
㌧
0
0
0
円
以
内

(
活
動
実
績
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

4
月
1
日
-
2
3
日

企
画
財
政
課
企
画
班
℡
8
3
1
2
2
2

電
話
､
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
-
だ
さ
い
｡
後
日
採

否
を
連
絡
い
た
し
ま
す
｡

4
月
1
日
ス
タ
ー
ト

員
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

4
月
1
日
よ
り
'
改
正
さ
れ
た

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
(
改
正
均

等
法
)
と
労
働
基
準
法
(
改
正
労

基
法
)
　
が
施
行
さ
れ
ま
す
｡

改
正
法
均
等
法
で
は
､
女
性
労

働
者
へ
の
差
別
的
取
扱
い
が
禁
止

さ
れ
'
職
場
で
の
配
置
'
昇
進
な

ど
の
差
別
は
も
ち
ろ
ん
'
求
人
広

告
な
ど
で
男
女
別
の
募
集
を
告
知

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
ま
す
｡

ま
た
､
改
正
労
基
法
で
は
'
女

性
の
深
夜
業
や
時
間
外
･
休
日
労

働
を
禁
止
す
る
女
子
保
護
規
程
を

撤
廃
し
て
い
ま
す
｡

こ
れ
か
ら
は
｢
男
の
仕
事
｣

｢
女
の
仕
事
｣
と
い
っ
た
仕
事
の

境
界
は
な
-
な
り
ま
す
｡
女
性
も

男
性
も
均
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ
､

個
人
の
意
欲
や
能
力
を
十
分
生
か

せ
る
職
場
環
境
づ
-
り
が
さ
ら
に

進
ん
で
い
き
ま
す
｡

働
-
女
性
だ
け
で
な
-
'
一
緒

に
働
-
男
性
も
'
新
し
い
均
等
法

に
つ
い
て
､
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
｡

募
集
･
採
用
､
配
置
･
昇
進
に

お
け
る
女
性
へ
の
差
別
を
禁
止

募
集
･
採
用
､
配
置
･
昇
進
で

の
差
別
の
禁
止
は
こ
れ
ま
で
事
業

主
の
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
､
改
正
に
よ
り
事
業
主
に
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
｡

｢
女
性
の
み
｣
｢
女
性
優
遇
｣
の
原

則
禁
止

女
性
は
ソ
フ
ト
な
仕
事
に
向
-
､

女
性
に
特
有
の
感
性
が
あ
る
な
ど

の
考
え
方
で
､
女
性
の
採
用
や
配

置
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
｡
し
か
し
､
女
性
の
適
正
や

能
力
､
仕
事
へ
の
意
識
は
千
差
万

別
で
す
｡
女
性
は
こ
う
い
う
も
の
､

と
い
う
先
入
観
か
ら
職
域
を
固
定

化
し
て
し
ま
う
と
'
能
力
を
十
分

に
生
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

は
事
業
主
の
配
慮
義
務

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

女
性
の
尊
厳
を
不
当
に
傷
つ
け
､

能
力
の
発
揮
を
妨
げ
る
も
の
で
す
｡

企
業
に
と
っ
て
も
､
職
場
秩
序
や

業
務
の
遂
行
を
阻
害
L
t
社
会
的

評
価
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
｡

事
業
主
は
､
妊
娠
中
･
出
産
後
の

健
康
管
理
に
配
慮

女
性
の
職
場
進
出
が
進
み
'
母

性
を
保
護
し
'
安
心
し
て
健
康
に

出
産
で
き
る
よ
う
'
事
業
主
に
は

妊
娠
中
と
出
産
後
に
お
け
る
女
性

労
働
者
の
健
康
管
理
'
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
｡

①
母
子
健
康
法
に
よ
る
保
健
指
導
'

健
康
審
査
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
｡

②
女
性
労
働
者
が
保
健
指
導
や
健

康
審
査
に
基
づ
-
指
導
事
項
を
守

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
､
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
｡

法
の
実
行
性
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
を
強
化

①
違
反
し
た
事
業
者
は
'
社
会
的

制
裁
措
置
と
し
て
､
企
業
名
が
公

表
さ
れ
ま
す
｡

②
女
性
労
働
者
と
事
業
主
の
間
で

紛
争
が
生
じ
た
場
合
'
一
方
か
ら

の
調
停
の
申
請
で
も
調
停
が
可
能

に
な
り
ま
す
｡

一
部
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
､

｢
ふ
る
さ
と
鉄
道
｣
の
件
に
つ
い

て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

昨
年
は
'
運
行
開
始
が
2
か
月

ほ
ど
遅
れ
'
ま
た
'
夏
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
で
9
月
か
ら

運
行
出
来
な
い
状
態
に
な
り
､
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
｡
復
旧

工
事
は
1
月
に
完
了
L
t
試
運
転

を
重
ね
'
3
月
2
 
1
日
か
ら
運
行
を

再
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

昨
年
の
運
行
開
始
の
遅
れ
は
'

運
行
管
理
委
託
先
を
｢
ふ
る
さ
と

鉄
道
s
L
愛
好
会
｣
か
ら
｢
生
き

が
い
事
業
団
｣
　
に
変
更
し
た
と
こ

ろ
'
愛
好
会
の
一
部
会
員
に
よ
り

施
設
が
破
損
さ
れ
た
た
め
で
し
た
｡

弁
護
士
を
介
し
て
解
決
策
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
た
結
果
.
i
L
会
員
の

多
-
が
町
民
で
あ
る
た
め
告
訴
は

好
ま
し
-
な
い
と
判
断
し
'
先
ご

ろ
愛
好
会
が
修
繕
費
を
弁
償
し
､

町
へ
上
申
書
を
提
出
す
る
こ
と
で

和
解
し
ま
し
た
｡
今
回
の
件
に
つ

い
て
'
委
託
先
の
変
更
に
あ
た
り

紛
義
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
'
町
監

査
委
員
よ
り
､
行
政
手
続
き
に
お

い
て
疑
問
を
も
た
れ
な
い
よ
う
'

さ
ら
に
公
正
･
透
明
性
を
高
め
る

よ
う
指
摘
さ
れ
､
全
職
員
に
こ
の

主
旨
を
伝
え
徹
底
さ
せ
ま
し
た
｡

今
後
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

｢
ふ
る
さ
と
鉄
道
｣
と
し
て
安
全

運
行
に
努
め
､
町
民
の
声
に
応
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

松
ロ
町
長
　
島
村
俊
介

)

｢

　

　

ヽ
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県知事･県議会議員選挙
投票時間　午前7時～午後8時

開票時間　午後9時～4月11日(日)は投票日

大切な1票をむだにすることなく､みんなそろって投票を

主喝月

所日

主喝月

催所

1主場月

催所日
部

倭

主喝月

催所日
3　億

(5) No406

今月の行事

おは　な　し会　6日(A)､ 13E](A)､ ､20日(A)

午後3時30分～4時

休　　館　　日　毎週月曜日と29日困

寄出張所図書館　毎週水曜日午後1時-4時

新着図書

一一一　一　般　喜　一-

｢ピェモンテのしあわせごほん｣　　島津さやか

｢バースデイ｣　　　　　　　　　　鈴木光司

｢結界｣　　　　　　　　　　　　　　　永六輔

｢花散る頃の殺人｣　　　　　　　　　乃南アサ

｢寂しさの極みの地｣　　　　　　　　曽野綾子

｢心ひきさかれて｣　　　リチャード･ニーリイ

｢ブリジットジョーンズの日記｣フィールディング

｢時代末｣　　　　　　　　　　　　　堺屋太一

｢川が死でみちるとき｣　　ロドニー.パーカー

｢おはなしちびまる子ちゃん｣1-3　さくらももこ

｢空想非科学大全｣　　　　　　　　柳田理科雄

き.=エ

ビェ-ル-ジャビット

E.C.クラーク

プロロブスト

ダイオキシン｣

長崎武昭

梅田俊作
二宮由紀子

【今月の1冊】

｢母の眠り｣

アナ･ウィンドレン

それまで築き上げた生活や仕事

を犠牲にして親を看取る-･そ

れは生まれた者すべてに与えら

れる試液.終末医療､尊厳死､

家族の群という問題を考えさせ

てくれる作品｡

一一一　児　童　書

｢帰ってきた星の王子さま｣　ジャン･

｢しあわせの3つのおしえ｣

｢カロリーヌむかしのくにへ｣

｢どうしたら-らせるこの有害な

｢14歳とタウダウさん｣

｢へびのしっぼ｣　　汁

【今月の1冊】

｢ぼくはここにいる｣

さなともこ
うれしい､悲しい､頭にくる､

そういう感覚がなくなっていく｡

笑わなくなったし怒らなくなっ

た｡いじめに会っている子が限

界だと思ったとき､星との対話

の中に再び自分を見つける｡

*以上は､新着図書166冊のうちの抜粋です｡

展示･予約は13日(火)､貸出は20日凧から受け付

けます｡
IHHHllHHHIJHHHHHHHHHHIHllHIHHHHLHIMHHHHl

介護保険サービスを提供しようとい

う場合､県の指定や町の認定が必要で

す｡その仕組みと手続きについて､説

明会が開催されます｡

日　時　4月23日㈱午後1時～4時

場　所　小田原市中央公民館ホール
4月9日までに神奈川県福祉部
福祉政策課介護保険証へ
℡045-201-1111内線5447

栓
田
町
で
投
票
で
き
る
の
は
'
昭
和
別
年
4
月
1
2
日
以
前
に
出
生
し
た

方
で
'
平
成
1
 
1
年
1
月
1
日
ま
で
に
松
田
町
に
転
入
さ
れ
､
引
き
続
き
町

内
に
住
ん
で
い
る
方
'
平
成
1
0
年
1
2
月
1
0
日
以
降
に
松
田
町
よ
り
県
内
の

他
市
町
村
へ
転
出
し
た
方
が
対
象
で
す
｡

詳
し
-
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
-
だ
さ
い
｡

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
不
在
者
投
票
を
ー
･

仕
事
や
旅
行
､
冠
婚
葬
祭
'
入
院
な
ど
で
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方

は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
｡

①
期
　
間
　
4
月
2
日
㈱
～
1
0
日
出
　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
8
時

(
4
月
1
日
は
県
知
事
選
挙
の
み
投
票
で
き
ま
す
)

②
場
　
所
　
役
場
2
階
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

*
投
票
所
入
場
券
(
届
い
て
い
る
方
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
｡
印
鑑
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
｡

病
院
や
郵
送
で
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
ー
･

3
病
院
で
投
票
す
る
場
合

対
象
者
　
選
挙
管
理
委
員
会
に
指
定
さ
れ
た
病
院
に
入
院
中
の
方
｡

方
　
法
　
病
院
内
の
不
在
者
投
票
管
理
者
(
病
院
長
等
)
　
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
｡

㈲
郵
送
で
投
票
す
る
場
合
(
郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
)

対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
･
体
幹
･
移
動
機
能
の
障

害
(
1
級
･
2
級
)
､
心
臓
･
腎
臓
や
呼
吸
器
(
1
級
ま
た

は
3
級
)
な
ど
の
障
害
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
｡

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
等
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
2
項
症
ま
で
'
ま
た
は
内
臓
機
能
の
障
害
が

特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症
ま
で
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
｡

方
　
法
　
『
郵
便
投
票
証
明
書
』
を
お
持
ち
の
方
は
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
-
だ
さ
い
｡
但
し
'
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
は
7
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い
と
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
-
だ
さ
い
｡
ま
た
'
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方
や
､
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方

(
切
れ
そ
う
な
方
)
も
至
急
ご
連
絡
-
だ
さ
い
｡

問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
(
庶
務
課
管
財
班
内
)
　
℡
8
3
1
2
2
1

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

第
1
回
町
民
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

3
月
7
日
但

東
京
ス
タ
ー
レ
ー
ン

第
3
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
･
オ
ー
プ
ン

･
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

催
町
体
育
協
会

*
3
ゲ
ー
ム
合
計
得
点
制

女
子
の
部

優
　
勝
中
津
川
信
子
(
9
区
)

準
優
勝
高
舘
る
み
子
(
6
区
在
勤
一

3
位
･
ハ
イ
ス
コ
ア
1
5
7

平
野
燕
子
　
(
7
区
)

男
子
の
部

優
　
勝
能
勢
康
勝
(
1
4
区
西
)

準
優
勝
小
川
繁
夫
(
1
4
区
東
)

3
　
位
小
林
正
和
　
(
町
屋
)

ハ
イ
ス
コ
ア
　
2
4
0

遠
藤
良
雄
　
(
町
屋
)

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優
　
勝
真
壁
康
二
　
(
5
区
)

準
優
勝
･
ハ
イ
ス
コ
ア
1
5
0

中
津
川
貴
大
(
9
区
)

3
　
位
　
古
谷
隼
　
　
(
2
6
区
)

日
2
月
2
0
日
出

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

日
本
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
協
会

後
援
県
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

協
会
･
町
教
育
委
員
会
･

町
体
育
協
会

女
子
5
2
k
q
級

準
優
勝
　
大
森
聖
子
　
(
1
 
5
区
)

*
大
森
選
手
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
'

大
会
新
記
録
｡

第
1
 
8
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

2
月
2
 
8
日
㈲

松
田
中
学
校
体
育
館

町
体
育
協
会

勝

第
2
8
回
足
柄
上
郡
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

3
月
7
日
伯
､

松
田
中
学
校
体
育
館

足
柄
上
郡
体
育
指
導
委
員

連
絡
協
議
会

勝
　
鮎
(
2
連
覇
-
･
)

位
　
や
ど
り
き
パ
ワ
ー
ズ

準
優
勝

3

　

位

3

　

位

2

　

部

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

3

　

位

仲
町
屋
A

茶

　

屋

湯
の
沢
A

1

1

　

区

松
田
町
役
場

9

　

区

1

0

　

区

湯
の
沢
B

介
護
保
険
制
度
が
平
成
1
2
年
4

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
の
を
前
に
'

皆
さ
ん
に
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
t
 
Q
&
A
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
連
載
し
て
い
き
ま
す
｡

Q
な
ぜ
介
護
保
険
制
度

が
必
要
な
の
で
す
か
?

■

■

【

■

■

一

■

■

■

■

一

■

■

■

■

】

■

■

■

■

■

■

■

■

■

】

■

■

■

■

■

■

【

■

■

】

■

【

■

t

l

●

r

相
続
税
で
は
'
納
税
が
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
'
相
続
人
の
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
税
額
控
除

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡
例
え
ば
､

相
続
人
が
未
成
年
者
や
障
害
者
の

場
合
は
､
相
続
税
額
か
ら
一
定
額

が
差
し
引
か
れ
ま
す
｡
こ
れ
ら
の

軽
減
措
置
の
中
で
も
､
被
相
続
人

(
亡
-
な
っ
た
人
)
　
の
配
偶
者

(
婚
姻
の
届
を
出
し
て
い
る
人
)

に
は
特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
｡
財
産
は
､
夫
婦
二
人
三
脚

で
歩
ん
で
き
た
人
生
の
証
で
す
｡

配
偶
者
に
対
す
る
税
額
の
軽
減
措

置
(
相
続
税
の
配
偶
者
控
除
)
は
'

そ
の
功
績
に
対
し
て
の
報
い
で
あ

り
'
残
さ
れ
た
人
の
今
後
の
生
活

保
障
な
ど
を
考
え
て
の
も
の
で
す
｡

■
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
に
は

申
告
が
必
要

配
偶
者
が
相
続
し
た
財
産
の
額

が
'
1
億
6
0
0
0
万
円
を
超
え

て
い
て
も
'
法
定
相
続
分
以
下
で

あ
れ
ば
配
偶
者
に
相
続
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
｡
例
え
ば
､
配
偶
者
と

子
ど
も
2
人
で
1
0
億
円
の
財
産
を

相
続
し
た
と
し
て
も
､
配
偶
者
の

相
続
分
が
法
定
相
続
分
で
あ
る
5

億
円
以
内
で
あ
れ
ば
'
配
偶
者
の

納
め
る
税
額
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
｡

こ
の
軽
減
措
置
の
適
用
は
'
配

偶
者
が
実
際
に
相
続
し
た
財
産
だ

け
に
限
ら
れ
ま
す
｡
で
す
か
ら
'

遺
産
の
分
割
協
議
が
整
っ
て
い
な

い
状
態
で
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
｡

な
お
､
配
偶
者
控
除
を
適
用
し

た
結
果
､
税
額
が
ゼ
ロ
に
な
る
場

合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
｡

相
続
税
は
'
相
続
開
始
の
日
の

翌
日
か
ら
1
0
か
月
以
内
に
'
被
相

続
人
の
住
所
地
の
税
務
署
に
申
告

し
て
納
税
し
ま
す
｡
相
続
税
を
金

銭
で
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
'
〓
定
の
条
件
の
も
と
で
'
延

納
や
物
納
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
｡

A
　
急
速
に
進
む
高
齢
化
と
､
介

護
を
必
要
と
す
る
方
の
急
増
な
ど
'

介
護
の
問
題
が
社
会
全
体
に
と
っ

て
､
老
後
の
最
大
の
不
安
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
｡

●
6
5
歳
以
上
の
方
は
'
現
在
全
国

で
人
口
の
約
6
人
に
1
人
の
割

合
で
す
が
､
1
 
5
年
後
に
は
約
4

人
に
1
人
､
5
0
年
後
に
は
約
3

人
に
1
人
が
6
5
歳
以
上
と
い
う

時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
｡
本
町
で
は
'
人
口
1
万
3

3
0
5
人
に
対
し
'
2
2
2
2

人
が
6
5
歳
以
上
で
､
高
齢
化
率

1
6
･
7
%
と
い
う
調
査
結
果

が
出
て
い
ま
す
｡
(
平
成
1
0
年

4
月
1
日
現
在
)

●
国
の
推
計
で
は
､
8
5
歳
以
上
の

方
の
4
人
に
1
人
が
介
護
を
必

要
と
さ
れ
る
状
態
で
､
介
護
し

て
い
る
方
の
大
半
が
6
0
歳
以
上

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
｡

●
介
護
し
て
い
る
方
の
7
割
が
女

性
で
す
(
町
調
査
)
｡

誰
も
が
直
面
す
る
介
護
の
問
題

を
支
援
す
る
た
め
'
次
の
こ
と
を

主
眼
に
し
て
介
護
保
険
制
度
は
生

ま
れ
ま
し
た
｡

①
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
｡

②
福
祉
と
保
健
医
療
に
分
か
れ
て

い
た
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受

け
ら
れ
る
｡

③
社
会
保
険
方
式
に
よ
り
'
サ
ー

ビ
ス
と
保
険
料
の
関
係
を
明
確

化
す
る
｡

問
合
せ
　
町
民
福
祉
課
福
祉
班

℡
8
3
1
2
2
5
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亀わが家の赤ちゃん亀

ヽ ＼_.ノ

よしむねけいこ

三木義宗くん(町屋)　　　　竹内啓悟くん(店屋場)

も　7

…を

開園時問は午前9時から午後5時まで､今月の休園日は､ 5､ 12､ 19､ 26日です｡

ハ-ブ館工芸教室℡唱5-1177 

謬抄-晶牙t-溌β影取(額飾り) 

小枝で作ったフレームの中に､バラ.ラベンダー等をうめこみますo 

日時毎週､木.土.日曜日10:00-12:00 

団体予約5名以上の場合は､上記以外でも受け付けます○ 

費用3/500円/日 

*電話で予約をお願いしますo 

*松田山にも春が訪れ､ローズマリー､ビオラに続きラベンダー､セージ 

など､この先多くのハーブが開花していきますo 

自然館℡唱2-7345 

●今月の夜空:火星午後9時ごろから東の空に赤く輝きます○ 

25日ごろが最も明るくなりますo 

●実習.展示(実習を希望される方は電話でお申し込みください) 
･昨年8月にかけた巣箱に､ヤマガラが出入りするようになりました○ 

･ケフナで紙すきをして､絵手紙にo 

･ミドリムシ､ゾウリム.シなどを育て増やしていますo 

*詳細は｢自然館だより第3号｣をご覧ください(町民文化センター1階 

ロビーにもあります)o町内の幼稚園､小.中学校でも配布しました○ 

子どもの館℡82-9869 

日 况｢�催し物 倬隴B�入場 

24 �7��たぐらが劇場春｢花､だんご｣ ��3｣���自由 

･よもぎ団子作り(13:00-13:30) 

材料費50円申込み削30人 尼�
･みんなで歌う春の歌桧田婦人会合唱部 ��S｣���

･ちょうちょづくり.折り紙｢花｣ 

29 偬｢�絵本ワークショップ｢六角形の変身絵本｣ ��3｣���申込み 

指導塩練雪子さん 
持ち物色えんぴつ 尼�

塩練雪子絵本展(200冊記念) ��S｣���30人 

4月■9日～5月9日 

昭和61年7月号から｢ふるさと
へのたより｣として始まった｢ま

つだの人｣のコーナー｡ 178人の

方々にご登場願い､その度に勉

強させられたり勇気づけられ､

そ免を皆さんにお伝えできれば
と拙い文章でご紹介してきまし

たが､ 2月号で終了とさせていた

だきました｡今後､機会があれ

ば違った形で元気な｢まつだの

人｣を紹介します｡　　　　　K

I/.塞漸 倅�+�ｯIMHｶ�� 

日 仂h�)kﾂ�電話 

1-5 亳Hﾄi�(ﾔ洩�5��34-2511 

6-12 �ｸ��$ｨｬxﾔ��89-2528 

13-19 �ｹTﾘ夊ⅹ5��83-0100 

20-26 �ｸ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�82-0609 

27-5/3 �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�82-4991 

今月の納税田
国民健康保険料

税金等のお支払いは､便利な口

座振替をご利用ください｡

手続きは町内の金融機関で受
け付けています｡

相　談｣
心配ごと

5日(恥26日(月)午前10時-12時

健康福祉センター
15日困　午前10時～12時

町民文化センター
人権･行政
15日㈹　午前10時～12時

健康福祉センター
法　律

6日㈹

午前9時30分～11時(受付)
町民文化センター

保健(時間は受付)▼

すくすく育児相談
(槍田)6日㈹

午前9時30分～10時30分

健康福祉センター
(育) 20日㈹

午前9時30分～ 10時30分

宇津茂地域集会施設
ポリオワクチン投与
(松田)7日(水)･9日(@

午後1時-20分
健康福祉センター

(香) 15日㈹

午後1時30分～40分
国保診療所

3歳児健康診査
21日休)

午後0時50分～1時15分
健康福祉センター

3-4か月児健康診査
28日(水)

午後0時50分～1時15分
健康福祉センター

2歳児歯科健診
23日睡)

午後1時-20分
健康福祉センター

おとな健康相談
午前9時30分～10時30分
15日(木)･22日困

健康福祉センター
8日囲
町民文化センター第2学習室

No406 (6)

人口と世帯数
3月1日現在( )内は前月比

人　口　13,304人(+1)

男　　　6,485人(-6)

女　　　6,819人(+7)

世　帯　　4,419世帯(-2)

戸籍の窓l日

2月16日から3月15日まで

受け付けた方

お誕生おめでとう

地　区

政　由　茶　屋

誠　　22　区

司　　8　区

之11区

美　河　内

明　神　山

武　　町　屋

明　湯の沢

明14区東

巧　　中　丸

お悔やみ申し上げます

たかし

安藤　高　志　21歳　14区東
えりか

安藤　絵利香19歳　14区東
りゅうじ

安藤　竜　二11歳　14区東
きくぞう

柳生　菊　戒　78歳　河　内

中村　キ　ク　72歳　9　区

吉田　キミ子　76歳　11区
としお

大島　隼　雄　72歳　6　区
きよL

泉滞　清　志　59歳　湯の沢
よしまさ

川口　義　政　75歳　湯の沢
みつぐ

中村　　貢　　55歳　5　区

きよし

溢谷　　清　　73歳　6　区
せいお

望月　成　雄　68歳　14区束

町民文化センター大ホール催し物
3月15日現在 ℡ 83-7021

催　し　物 入場料等 主催者

裏千家淡交会

/)､田原支部研究会

淡交会小田原支部
(吉岡)
0463 -88 - 1161

第73回
あしがら子ども劇場例会
舞台劇｢乞食と王子｣

あしがら子ども劇場

(下村)
83 - 5587

※催し物､入場券等については､直接主催者へお問い合わせください｡
※主催者の都合により内容等が変更になる場合がありますのでご了承ください｡

※駐車場が少ないので､お車でのご来館はご遠慮ください｡
※今月の休館日は､ 5､ 12､ 19､ 26日です｡

平成11年度自主事業の予定
●児童劇ブレーメンの音楽隊11月13日出　劇団飛行船

●美川憲一ショー　　　　　　1月29日出

●発行･編集　松田町総務部企画財政課　唇258-8585松田町松田惣領2037番地℡83 - 1222
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